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備える防災
今、できること
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自分の健康のために受診してみませんか自分の健康のために受診してみませんか

顔の見える地域のお菓子屋を目指して顔の見える地域のお菓子屋を目指して

始めよう特定健診始めよう特定健診

食の循環に取り組む株式会社寿商会食の循環に取り組む株式会社寿商会
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地
域
の
農
業
を
元
気
に
し
、

未
来
に
農
業
を
つ
な
ぐ

　

女
性
が
農
業
経
営
に
参
画
す
る
際
の
相
談
や
、
地
域
の
農
業
を
元
気

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
う「
肝
属
地
域
女
性
農
業
経
営
士
会
」。

畜
産
や
施
設
園
芸
、
露
地
野
菜
な
ど
様
々
な
農
業
経
営
に
携
わ
る
女
性
が

集
い
、
農
業
振
興
や
次
の
世
代
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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鹿屋市広報

肝属地域肝属地域
女性農業経営士会女性農業経営士会

写真は、若手女性農業者にも呼び掛けて開催
する農村女性「ファームレディ交流会」。昨年
は、広報活動の一環としてカレンダーや看板の
作成、ひまわりの植栽等を行い、地域に活動を
PRしました。

　肝属地域女性農業経営士会は、平成 18年に発足した女性農業者が集う会です。大
切にしていることは、農業は家と畑の往復だけという考えではなく、仲間を作り、農
業経営も夫婦で考え実行するということ。会では、県内の女性農業者との情報交換や
交流、海外へ積極的に露地野菜を輸出している経営者の話を聞く機会などもあり、先
進的な農業や県内の農業の実態を知ることができます。
　現在特に力を入れているのは、若い女性農業者の仲間を増やすこと。私たちの活動
を知っていただき仲間を増やしていくことで、地域の農業をこれまで以上に元気にし
ていきたいです。

肝属地域女性農業経営士会

堀
ほりのうち

之内  節
せつ こ

子  さん 

　吾平町出身、平成５年に県主催のヨー
ロッパ研修で大きな刺激を受ける。現在
は夫とともに野菜や果物などの栽培を
主な活動にしながら、農家民宿や郷土
料理教室の講師も務める。「田舎大好
き、農業大好き、農業は私の天職です」
と笑って話す。
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健 ふ康 ら い

まちのおしごと「㈱寿商会」

放課後は の顔　　 　は の　別別
のかけ橋のかけ橋

統計情報 令和４年４月１日現在（前月比）

  99,255人 （ー1,029）
  47,564人　（ー 547）
  51,691人　（ー 482）

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

45,865世帯　（ー237）
448.15㎢ 

・世帯 ／
・面積 ／

市ホームページ

市公式 LINE

市公式フェイスブック

かのやファン倶楽部

市政インフォメーション
FMかのや（77.2MHｚ）　平日 8:05 ～＆ 16:05 ～

市総合アプリ
「かのやライフ」

マチイロ
（広報誌閲覧アプリ）

　あじさいは、古くは万葉集に登場す
る日本を原産とする花で、かのやばら
園には1,600株以上が植えられていま
す。表紙のものは、花弁がバラのよう
に重なって咲く八重咲き品種で「夢心
地」という名前のあじさい。少し憂鬱な
梅雨時期ですが、色鮮やかに咲くバラ
とあじさいの共演を見にかのやばら園
へお越しください。

かのやばら園のあじさい
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近
年
、台
風
や
大
雨
に
よ
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自
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害
が
全
国
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え
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い
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考
え
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ま
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ょ
う
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大隅河川国道事務所　調査第一課大隅河川国道事務所　調査第一課
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工事中の分流排水路出口
25mプールを１分強で満水にする
能力を見込む

鹿屋高校鹿屋高校
文文

　令和２年７月豪雨により、肝属川の水位上昇に伴って
新川地区で約 30ha の浸水が発生。同地区には一般住宅
に加え、商工会議所・病院・消防署等の重要施設が集まっ
ており、国と市などが連携した治水対策に取り組む。

新川地区への雨水流入を抑制するため
寿地区からの雨水を鹿屋分水路へ
分流する排水路を整備（市・工事中）

河道掘削により
水位低減を図る
（国・下流側から施工予定）

中央消防署中央消防署

●
鹿屋商工会議所鹿屋商工会議所

✚✚
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　避難生活に必要なものをまとめておく「非常持出袋」を、　避難生活に必要なものをまとめておく「非常持出袋」を、
素早く持ち出せる場所に準備しましょう。ここに掲載してあ素早く持ち出せる場所に準備しましょう。ここに掲載してあ
るものは必要最低限のものであり、準備する世帯によって必るものは必要最低限のものであり、準備する世帯によって必
要なものを見直す必要があります。要なものを見直す必要があります。

　

普
段
か
ら
災
害
に
備
え
た
り
事
前
に
避
難
し
た
り
と
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
る
「
自
助
」。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
備
え
か
ら
。

　宅地災害は、自宅だけでなく近隣にも影響を及　宅地災害は、自宅だけでなく近隣にも影響を及
ぼす場合があります。ぼす場合があります。宅地をめぐる災害対策は、宅地をめぐる災害対策は、
自身で対処できるものや地域・行政などで対応す自身で対処できるものや地域・行政などで対応す

るもの、そして日頃の情報収集や早めの避難を考えた準備など様々です。一人ひとりが宅るもの、そして日頃の情報収集や早めの避難を考えた準備など様々です。一人ひとりが宅
地をめぐる災害は身近な問題であることを認識し、必要な準備や対策を行いましょう。地をめぐる災害は身近な問題であることを認識し、必要な準備や対策を行いましょう。

　食料品等を準備しておくことは大切なことですが、日常
で非常食を使用し、備蓄食料に食べ慣れたり賞味期限切れ
を防いだりする「ローリングストック」を実施しましょう。

ローリングストック

避難用具

そのまま食べられるものが便利。
人数×３日分を用意しましょう。
・飲料水　　・缶詰
・栄養補助食品
・菓子類

食料品

ク

られるものが便利。
分を用意しましょう。
・缶詰
食品

動きやすい服装を。冬期は防寒着も必
要です。
・着替え
・下着、靴下
・雨具

衣類等

靴下

乳児や高齢者、障がい者などがいる場
合は考慮してそろえましょう。
・歯ブラシ　
・ティッシュ
・携帯トイレ

生活用品

してそろえましょう。
シ　
シュ
イレ

避
難
所
マ
ッ
プ
や
防
災
情
報
な
ど

お
役
立
ち
情
報
が
満
載
の

「
鹿
屋
市
防
災
マ
ッ
プ
」
も
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

■ ■

電池には使用期限があるので、定期的
に液漏れなどをチェック。
・携帯ラジオ
・懐中電灯
・予備の電池

　宅地の地盤が軟弱であることが原因で、家屋が傾いた
り倒壊したりする可能性があります。
・建物が傾いたり、地面が沈下したりしている
・外壁や基礎などにひび割れがある
・周囲の地面がひび割れたり、ずれが生じたりしている

宅地地盤

　宅地を造成した際の土砂が崩れるのを防ぐための「擁
壁」。不安定な工法や老朽化による機能低下は、倒壊な
どの恐れが生じます。
・亀裂や膨らみが生じている
・傾いたり、ずれたりしている
・水抜き孔がごみや土砂、草木で詰まっている

擁
よ う へ き

壁

　日頃から注視し、その状態の変化に気を付けてがけ崩れの前兆を
つかむことが大切です。
・がけの上部や周囲に水が溜まっている　　・亀裂がある
・斜面から水が出ていたり、集中して流れる場所があったりする
・落石がある　　・浮き石がある　　・倒れそうな立木がある
・草木が生えず地面がむき出しになっている

がけ地

救急用品
絆
ばんそうこう

創膏や消毒液など。
普段服用している薬も忘れずに。
・救急セット
・処
しょほうせん

方箋の控え
・生理用品

保険証などの身分証明書はコピーを入
れておきましょう。
・現金
・保険証
・免許証

貴重品

ましょう。

※ 預金通帳や印鑑も必要ですが、１か所での保管
は防犯上危険なので注意しましょう。
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▲個人や避難情報を記載する「避難カード」。
　これを基に各班長が避難時の要支援者リスト
　を作成する

▲上祓川地区独自の防災マップ

　

災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
い
て
も
、
い
ざ
被
災
す
る
と
自
分

や
家
族
の
力
だ
け
で
は
復
旧
は
困
難
。
地
域
住
民
と
の
連
携
な
ど

と
い
っ
た
「
共
助
」
に
よ
っ
て
協
力
し
助
け
合
う
こ
と
で
、
災
害

へ
の
備
え
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　住民が協力して人命や財産を守るために、地域が自発的　住民が協力して人命や財産を守るために、地域が自発的
に策定する「地区防災計画」。モデル地区として同計画をに策定する「地区防災計画」。モデル地区として同計画を
策定した上祓川町内会に話を伺いました。策定した上祓川町内会に話を伺いました。

　

上
祓
川
町
は
が
け
地
や
河
川
が
あ
り

　

上
祓
川
町
は
が
け
地
や
河
川
が
あ
り

な
が
ら
指
定
避
難
所
が
近
く
に
な
い
な

な
が
ら
指
定
避
難
所
が
近
く
に
な
い
な

ど
、
災
害
に
弱
い
土
地
柄
で
高
齢
者
も

ど
、
災
害
に
弱
い
土
地
柄
で
高
齢
者
も

多
く
地
域
の
人
々
は
災
害
へ
の
不
安
を

多
く
地
域
の
人
々
は
災
害
へ
の
不
安
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
中
で
、

抱
え
て
い
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
中
で
、

鹿
児
島
県
内
の
地
区
防
災
計
画
モ
デ
ル

鹿
児
島
県
内
の
地
区
防
災
計
画
モ
デ
ル

地
区
の
募
集
が
あ
り
、
み
ん
な
で
話
し

地
区
の
募
集
が
あ
り
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
モ
デ
ル
地
区
へ
応
募
し
ま
し
た
。

合
い
モ
デ
ル
地
区
へ
応
募
し
ま
し
た
。

　

専
門
家
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
５

　

専
門
家
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
５

回
の
会
議
を
実
施
。
避
難
場
所
の
確
保

や
危
険
箇
所
の
把
握
、
避
難
に
支
援
が

必
要
な
住
民
を
地
域
で
助
け
合
う
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
、
地
域
企
業
の
協
力
も

得
な
が
ら
今
年
２
月
に
計
画
が
完
成
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

計
画
の
中
で
、
避
難
誘
導
や
補
給
な

ど
の
役
割
ご
と
に
班
を
編
成
し
組
織
す

る
こ
と
で
、
実
際
に
災
害
に
遭
っ
た
際

の
行
動
を
素
早
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
が
発
行
す
る
防
災
マ
ッ

プ
と
は
異
な
る
「
地
区
防
災
マ
ッ
プ
」

を
作
成
。
こ
れ
は
、
公
的
施
設
や
が
け

を
作
成
。
こ
れ
は
、
公
的
施
設
や
が
け

崩
れ
等
の
危
険
区
域
だ
け
で
は
な
く
、

崩
れ
等
の
危
険
区
域
だ
け
で
は
な
く
、

災
害
時
に
役
立
つ
広
場
や
過
去
に
浸
水

災
害
時
に
役
立
つ
広
場
や
過
去
に
浸
水

な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
場
所
を
書
き
込

な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
場
所
を
書
き
込

む
こ
と
で
地
域
特
性
に
合
っ
た
地
図
と

む
こ
と
で
地
域
特
性
に
合
っ
た
地
図
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ
に
住
宅

　

今
後
は
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ
に
住
宅

情
報
を
追
記
す
る
な
ど
の
内
容
強
化
を

情
報
を
追
記
す
る
な
ど
の
内
容
強
化
を

図
り
な
が
ら
計
画
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ

図
り
な
が
ら
計
画
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ

おおすみ災害復旧ボランティアおおすみ災害復旧ボランティア

小小
お の だお の だ

野田野田 賢賢
けんぞうけんぞう

造造 代表理事代表理事

令
和
２
年
７
月
豪
雨

令
和
２
年
７
月
豪
雨

古
江
町
復
旧
活
動

古
江
町
復
旧
活
動

　被災地が日常を取り戻すために活動する災害ボランティア。その活動を紹介します。　被災地が日常を取り戻すために活動する災害ボランティア。その活動を紹介します。

保
確
保が

援
が

仕
組
仕
組

力
も
力
も

成
し
成
しな

給
なす

織
す

たた
際

き
ま
き
ま

マ
ッ
マ
ップ

」
プ
」

上祓川町内会上祓川町内会

小小
こばやしこばやし

林林 宗宗
むね おむ ね お

生生 会長会長

『 』を
　　　 つくりませんか？

市安全安心課市安全安心課

横横
よこやまよこやま

山山 太太
ふとしふとし

 防災専門指導員防災専門指導員

◀ おおすみ災害復旧ボランティア F
フェイ ス ブ ッ ク

acebook
災害情報やボランティア募集を見ることが
できます 令

和
２
年
７
月
豪
雨

令
和
２
年
７
月
豪
雨

熊
本
県

熊
本
県
珠珠く

ま

く

ま磨磨
村村む

ら
む
ら

復
旧
活
動

復
旧
活
動

町
内
会
の
防
災
会
議
へ
参
加

町
内
会
の
防
災
会
議
へ
参
加

重
機
操
作
研
修

重
機
操
作
研
修

　

私
た
ち
「
大
隅
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン

　

私
た
ち
「
大
隅
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
は
、
平
成

テ
ィ
ア
」
は
、
平
成
2727
年
に
垂
水
市
を

年
に
垂
水
市
を

襲
っ
た
台
風

襲
っ
た
台
風
1616
号
で
被
災
し
た
人
々
を

号
で
被
災
し
た
人
々
を

支
援
す
る
た
め
に
有
志
で
結
成
し
た
団

支
援
す
る
た
め
に
有
志
で
結
成
し
た
団

体
で
す
。
現
在
約
８
０
０
人
が
登
録
し

体
で
す
。
現
在
約
８
０
０
人
が
登
録
し

て
お
り
、
主
に
大
隅
半
島
や
県
内
を
中

て
お
り
、
主
に
大
隅
半
島
や
県
内
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
要
請
が

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
県
外
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

あ
っ
た
場
合
に
は
県
外
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
時
に
は
全
国
で
開
催
さ
れ
る
災
害
復

平
時
に
は
全
国
で
開
催
さ
れ
る
災
害
復

旧
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
な
ど
に
参
加
。

旧
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
な
ど
に
参
加
。

重
機
の
使
い
方
と
い
っ
た
実
務
や
ボ
ラ

重
機
の
使
い
方
と
い
っ
た
実
務
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
の
事
務
関
係
の
知
識
を

ン
テ
ィ
ア
保
険
の
事
務
関
係
の
知
識
を

身
に
付
け
て
い
ま
す
。

身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
や
鹿

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
や
鹿

屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
鹿
屋
青
年
会

屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
鹿
屋
青
年
会

議
所
、
Ｓ
Ｎ
Ｋ
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
鹿

議
所
、
Ｓ
Ｎ
Ｋ
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
鹿

児
島
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
団
体
と
連

児
島
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
団
体
と
連

携
し
て
復
旧
に
あ
た
り
ま
す
。
任
意
の

携
し
て
復
旧
に
あ
た
り
ま
す
。
任
意
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
特
性
を
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
特
性
を
生

か
し
て
災
害
発
生
時
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
し
て
災
害
発
生
時
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
軽
さ
で
初
動
活
動
を
素
早
く
行
え
る

の
軽
さ
で
初
動
活
動
を
素
早
く
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
「
支
援
を
頼
ん
で
良
い
の

　

災
害
時
に
「
支
援
を
頼
ん
で
良
い
の

だ
ろ
う
か
」
と
困
っ
て
い
る
方
の
こ
と

だ
ろ
う
か
」
と
困
っ
て
い
る
方
の
こ
と

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
被
災
し
た
ら

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
被
災
し
た
ら

判
断
に
迷
わ
ず
我
々
に
連
絡
し
て
く
だ

判
断
に
迷
わ
ず
我
々
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
メ
ン
バ
ー
に
は
他
県
の
大
規
模

さ
い
。
メ
ン
バ
ー
に
は
他
県
の
大
規
模

災
害
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
や
消

災
害
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
や
消

防
・
自
衛
隊
員
な
ど
も
所
属
し
て
お

防
・
自
衛
隊
員
な
ど
も
所
属
し
て
お

り
、
何
ら
か
の
お
力
に
な
れ
る
と
思
い

り
、
何
ら
か
の
お
力
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
何
を
ど

ま
す
。
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
何
を
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
右
往
左
往
し
て
し

う
し
た
ら
い
い
の
か
右
往
左
往
し
て
し

ま
う
も
の
。
私
た
ち
は
災
害
復
旧
だ
け

ま
う
も
の
。
私
た
ち
は
災
害
復
旧
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
対

で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
対

し
て
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

し
て
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
を
意
識
し
準
備
を
し
て

　

防
災
・
減
災
を
意
識
し
準
備
を
し
て

い
て
も
、
助
け
が
必
要
な
場
合
が
多
い

い
て
も
、
助
け
が
必
要
な
場
合
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
災
害
に
遭
っ
た
ら
ま
ず

と
思
い
ま
す
。
災
害
に
遭
っ
た
ら
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　
　近年、台風や大雨による自然災害が多発しており、今後発生が危惧されている
南海トラフ地震等の大規模広域災害に備えて地域コミュニティなどの助け合い
（共助）による防災活動を強化する必要性が高まっています。
「地区防災計画」に地域特性を組み込んだ避難計画や地域企業との協力体制を
構築することで、災害への備えをさらに強化することができます。地区防災計画
の整備は義務ではありませんが、計画をみんなで作り上げていくことによって地
域の結束や活性化にもつながっていきます。市では作成支援などの相談も受け付
けています。まずはできることから始めてみませんか。

問市安全安心課　☎0994-31-1124
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地
域
に
貢
献
で
き
る

社
会
人
を
目
指
し
て
　４月６日、鹿屋商工会議所で「令和４年度鹿屋市中小
企業合同入社式」が行われました。これは、市内の中小企
業の新入社員を激励するために毎年行われているもので、
今年は61人が参加。参加者を代表して、カイコー株式会
社の脇

わき

大
たいち

智さんは「コロナ禍の状況にあっても困難に打ち
勝つため、存分に力を発揮して企業と地域社会に貢献し
たい」と誓いの言葉を述べました。

　４月17日、吾平町神野中岳で「神野中岳山開き登山」
が実施されました。これは、登山シーズン到来に伴い登
山者の安全を祈願するために、美里吾平コミュニティ協
議会と神野町内会が共催し毎年行われているもの。参加
者30人は、山の麓の大川内神社で祈祷を行った後に往復
約５時間の登山へ出発。頂上では同町内会が準備した弁
当を味わうなど、新緑薫る中岳登山を楽しみました。

神
の
名
を
冠
す
る
地

で
安
全
を
祈
願

市のさらなる教育指導
向上を誓う

　４月６日、鹿屋看護専門学校で
「第15回入学式」が執り行われま
した。同校は昭和53年に看護師養
成所として設立され、今年度は市
内外から30人が入学。新入生はこ
れから３年間、看護師を目指して
日々勉学に励んでいきます。

看護師への一歩を
踏み出す

　４月７日、鹿屋女子高校で「第
65回入学式」が行われました。式
では、新入生168人を代表して
小
こみ ぞ
溝彩

さ い か
華さんが、「『正しく優しく

健やかに』の校訓を胸に、自己実
現のために努力したい」と学校生
活の抱負を述べました。

実りある青春の
３年間がスタート

　４月15日、鳴之尾牧場で春の入牧が行われました。こ
れは概ね６～ 12か月令の乳用子牛を酪農家から預かり、
出産前に元の農家へ返すもので、この日は11戸54頭の
牛が入牧。牧場を管理する堀

ほりぞえ

添慎
しんいち

一主査は「自然環境の
中で牛が自由に歩きまわり、牧草をお腹いっぱい食べる
ことで、立派な乳牛に育ちます。怪我をせず健康に育っ
てほしい」と話しました。

新
た
に
54
頭
が
入
牧

大
草
原
で
過
ご
す

　４月12日、日本女子ソフトボールリーグに参戦する
M
モ リ
ORI A

オール
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE K

カ ノ ヤ
ANOYAの壮行会が市役所駐車場で

実施されました。池
いけ だ

田一
かず み

未監督は「新たなメンバーが加
わりチーム力が上がっている。目標はもちろんリーグ優
勝」と抱負を語りました。チームは４月16日に開幕した
リーグ戦を連勝しており、９月には平和公園野球場で
ホームゲームが実施される予定です。

ホ
ー
ム
チ
ー
ム
へ

地
元
か
ら
エ
ー
ル

　４月24日、日
ひえ だ
枝神社（輝北町市成）境内でかのや市商

工会が主催する「畜産まつり」が開催されました。同神社
は「山

さんのう
王さん」の愛称で信仰されている牛馬の神を祀

まつ

って
おり、昔は乗馬の鍛錬場や競り市など畜産振興の場とし
て利用されていた神社。３年振りの開催となった今回も
歌謡ショーや血統書付きの黒毛和牛が当たる抽選会など
が実施され多くの人でにぎわいました。

牛
１
頭
が
当
た
る

畜
産
振
興
イ
ベ
ン
ト

鹿
屋
を
飛
び
立
っ
た

御
霊
を
追
悼

　４月２日、小塚公園慰霊塔で３年ぶりとなる「第65回
鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者追悼式」が挙行されまし
た。遺族や関係者約200人が参列し、海上自衛隊による
追悼飛行や参列者による献花を実施。若い世代を代表し
て、辻

つじ
あおいさん（高隈中３年）が「尊い犠牲があったか

らこそ今の平和があることを学び、語り継いでいかなけ
ればならない」と平和への想いを述べました。

安
心
安
全
な
登
山
を

提
供
す
る
案
内
者

　４月13日、鹿屋市登山ガイド認定証授与式が行われま
した。これは、鹿屋市観光協会が開催する全６回の養成
講座を修了した人を登山ガイドとして認定するもので、
今回は２期生として13人を認定。今後、高隈山系や吾平
町神野中岳の登山コースのガイドを行います。授与式に
は７人が出席し、認定を受けた加

か じ さ

治佐純
じゅんぺい

平さんは「安全に
楽しい登山を提供するために頑張りたい」と語りました。

　４月８日、リナシティかのやで
「鹿屋市新規採用・転入職員宣誓
式」が行われました。今年本市に
新規・転入した教員は約260人で、
うち42人が新規採用。本年度は約
900人の教職員で児童・生徒の指
導にあたります。

持
て
る
力
を
発
揮
し

救
助
技
術
を
競
う

　４月25日、中央消防署訓練場で「令和４年度消防救助
技術指導会組合選手選考会」が実施されました。これは
救助活動の知識と技術向上、安全・確実な救助技術を競
う県消防救助技術指導会への出場選手を選考するために
開かれたもの。当日は障害突破やはしご登はん、ほふく
救出など７種目に64人が挑戦。選手たちは日頃の訓練の
成果を披露し、県大会への出場を目指しました。

　４月５日、寿一里山交差点周辺で「春の全国交通安全
運動及び鹿屋市地域安全運動出発式」が行われました。
これは交通安全及び防犯意識向上を図るため毎年実施し
ているもの。式では松下保育園の園児が作成した交通安
全祈願の看板が披露され、その後C

シ エ ル
IEL B

ブ ル ー
LEU K

カ ノ ヤ
ANOYA

を先頭に交通パレードやゆるキャラによる啓発品の配布
等が行われ、交通安全を呼び掛けました。

交
通
安
全
を
願
い

ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
集
合

かのやのホットな話題をお届け！

too
NewsNews

ホットニュースホットニュース
HH
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株式会社寿商会

▲㈱寿商会
　ホームページ

農
家
の
声
を
大
切
に
、
よ
り

良
質
な
飼
料
を
作
り
続
け
る

株
式
会
社

株
式
会
社    

寿
商
会
飼
料
事
業
部

寿
商
会
飼
料
事
業
部

渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺 

利利と
し
ひ
ろ

と
し
ひ
ろ博博    

部
長
部
長

　

弊
社
は
地
元
鹿
屋
に
根
差
し
、

農
家
で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
餌

と
な
る
飼
料
の
販
売
等
を
行
う
会

社
で
、
飼
料
を
輸
入
・
製
造
・
販

売
し
た
り
、
食
品
加
工
、
飲
食
店
、

ホ
テ
ル
の
運
営
な
ど
、
多
岐
に
渡

り
活
動
し
て
い
ま
す
。
弊
社
の
理

念
は
「
食
の
循
環
」。
簡
単
に
言

う
と
、
餌
を
作
っ
て
販
売
し
、
そ

の
餌
で
育
っ
た
牛
や
豚
を
生
肉
や

料
理
に
し
た
り
、
ま
た
チ
ー
ズ
に

加
工
し
た
り
し
て
販
売
す
る
こ
と

で
人
の
口
に
戻
る
仕
掛
け
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に

関
し
て
は
可
能
な
限
り
取
り
入

れ
、
各
農
家
ご
と
に
違
う
レ
シ
ピ

で
飼
料
を
配
合
す
る
な
ど
、
育
て

て
い
る
家
畜
に
適
し
た
高
品
質
な

飼
料
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
原
材
料
と
な
る
牧
草

は
、
乾
燥
が
利
い
て
安
定
し
て
い

る
海
外
産
の
も
の
を
使
用
。
そ
の

た
め
、
海
外
視
察
な
ど
も
精
力
的

に
行
い
、
よ
り
栄
養
価
の
高
い
飼

料
を
提
供
で
き
る
よ
う
研
究
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
弊
社
で
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
混
合

飼
料
）
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

通
常
で
は
産
業
廃
棄
物
に
な
る
も

の
を
再
利
用
し
て
飼
料
に
配
合
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
食
い
つ
き
が

悪
く
、
生
育
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
母
牛
の
餌
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
混
ぜ

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
発
情
が
よ
く
な

り
食
い
つ
き
の
改
善
や
受
精
率
の

向
上
な
ど
嬉
し
い
結
果
が
出
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
寿
商
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
飼
料
開
発
と
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
。
こ

れ
か
ら
も
地
元
の
農
家
の
声
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
鹿
屋
を

拠
点
に
事
業
展
開
し
、
ゆ
く
ゆ
く

は
日
本
一
の
飼
料
会
社
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

私
は
、
牛
や
豚
の
飼
料
を
購
入
す

る
お
客
様
の
対
応
を
主
に
担
当
し
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
中
に
は
、
現
在

育
て
て
い
る
牛
や
豚
に
対
し
て
お
薦

め
の
飼
料
を
聞
い
て
く
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
常
に
勉
強
が
必
要

な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
、
先
輩
の
方
々
へ
の
相
談
も
し
や

す
く
雰
囲
気
が
良
い
で
す
。
今
は
業

務
に
関
す
る
知
識
を
増
や
す
こ
と
が

楽
し
み
で
、
お
客
様
と
の
や
り
取
り

の
中
で
学
ん
だ
知
識
が
役
立
っ
た
時

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
今
後
は

業
務
の
幅
を
広
げ
つ
つ
、
商
品
に
対

す
る
深
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

志布志市出身。食に関わる仕事
をするために入社。料理が得意
で、十

お は こ

八番はビーフシチュー。休
日はお菓子を作ったりゲームをし
たりして過ごす。

飼料事業部

松
まつやま

山 優
ゆう

さん
（23歳／入社２年目）

私
の
仕
事

食
が
生
ま
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
感
じ
ら
れ
る
一
画

▲ 地元産のお肉が地元で
消費される幸せの連鎖

飼
料
（
餌
）
を
食
べ
た
家
畜

が
食
材
と
な
り
、
人
の
口
に

戻
っ
て
く
る
と
い
う
「
食
の
循

環
」
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
し

て
Ｔテ

イ

ク

Ａ
Ｋ
Ｅ
（
飲
食
販
売
）、

Ｋコ

ト

ブ

キ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
チ
ー
ズ
（
食

品
加
工
）、
Ｋ

コ

ト

ブ

キ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ｈホ

テ

ル

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
ホ
テ
ル
事
業
）
を

北
田
町
の
一
画
で
実
現
し
ま
し

た
。
飼
料
の
買
い
付
け
で
、
海
外

に
出
張
し
た
際
に
訪
れ
た
宿
泊
施

設
の
魅
力
に
感
銘
を
受
け
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
鹿
屋
に
も
、
地

域
で
育
て
た
も
の
が
地
域
で
消
費

さ
れ
る
地
域
密
着
型
の
施
設
等
を

作
り
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

作
り
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
で
、
鹿
屋
の
食
文

化
に
触
れ
る
場
所
と
し
て
も
そ
う

で
す
が
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
販
売
を

通
し
て
、
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
や

鹿
児
島
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
と
協

力
し
て
鹿
屋
だ
け
で
は
な
く
、
鹿

児
島
全
体
を
盛
り
上
げ
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
人
に

も
、
既
に
住
ん
で
い
る
方
に
も
鹿

屋
の
魅
力
を
こ
の
一
画
か
ら
新
し

い
形
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
場
所
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

コ
コ
に
注
目
‼

　焼酎やビールなど酒類の産廃物を
引き取り、菌を入れ、pH値を整えて
飼料に混ぜることで栄養価の高い飼
料を作成しています。月間約 150 ｔ
の消費量があり、効果を実感した農
家の方の利用も増えています。

産業廃棄物を飼料配合に再活用

近
場
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

　

手
作
り
の
お
惣
菜
が
大
好
き
で
、

週
に
一
回
は
通
っ
て
し
ま
う
く
ら
い

魅
力
的
な
お
店
で
す
。　
　
　
　
　

　

お
肉
も
お
手
頃
な
価
格
な
の
で
気

軽
に
立
ち
寄
り
や
す
く
て
、
毎
日
何

を
作
ろ
う
か
献
立
を
考
え
る
の
も
好

き
で
す
。
特
に
和
え
物
の
お
惣
菜
は

ど
れ
も
お
い
し
く
て
お
薦
め
で
す
。

　

週
に
2
回
は
お
店
の
外
で
地
鶏
の

炭
火
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

出
来
立
て
の
お
い
し
い
地
鶏
を
買
う

楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
行
っ
た
こ
と

の
な
い
方
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
欲
し

い
で
す
。

〒893-0023
鹿屋市笠之原町 12-42
☎ 0994-42-3489
店休日　日曜日
営業時間　10:00 ～ 21:00

スーパーえみや
スーパーえみや

220

文

文
笠野原小学校

笠之原こども園

笠之原公園

○住所　鹿屋市旭原町２５２５- １

○電話　0994-43-3103

○創業　昭和 28 年　　 　 ○代表者　竹
たけなか

中 貴
た か し

志

○従業員数　97 人 （社員 ・ パート等含む）

○平均年齢　37 歳　○勤務時間　7.5 時間

○採用実績　19 人 （令和３年度）

○福利厚生　各種保険 （雇用、 健康、

　 厚生年金、 労災）、 退職金、 通勤、

　 自己啓発、 慶弔見舞金、 育児支援　など

株式会社　寿商会

む）

時間

ど

▶企業紹介
　ムービー

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と
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　近年、40歳以上の男性の２人に１人、女性の５人に１人が生活習
慣病のリスクであるメタボリックシンドロームとその予備群に該当
すると言われ、生活習慣病のリスクは高まっています。将来に向け
た自身の健康のため、健診受診の一歩を踏み出しましょう。
　　　　　　　　問問市健康保険課（特定健診） ☎0994-35-1014
　　　　　市保健相談センター（一般・がん検診） ☎0994-41-2110

受診控えは危険です！自分の健康のために

      

特
定
健
診
は
国
の
法
律
に
よ
っ
て
、
医

特
定
健
診
は
国
の
法
律
に
よ
っ
て
、
医

療
保
険
者
が

療
保
険
者
が
4040
歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象

歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象

に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
健

に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
健

診
で
す
。
被
保
険
者
が
健
診
を
受
診
す
る

診
で
す
。
被
保
険
者
が
健
診
を
受
診
す
る

こ
と
を
強
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
病
気
の

こ
と
を
強
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
病
気
の

早
期
発
見
の
た
め
定
期
的
な
受
診
が
望
ま

早
期
発
見
の
た
め
定
期
的
な
受
診
が
望
ま

し
い
で
す
。

し
い
で
す
。

　

現
在
健
診
の
受
診
率
が
上
が
ら
な
い
こ

　

現
在
健
診
の
受
診
率
が
上
が
ら
な
い
こ

と
が
全
国
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

が
全
国
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
や
普
段
の
生
活
に
追
わ
れ
て
受
診
を

仕
事
や
普
段
の
生
活
に
追
わ
れ
て
受
診
を

控
え
て
い
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

控
え
て
い
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
症
状
が
出
て
悪
く
な
っ
て
か

が
、
実
際
に
症
状
が
出
て
悪
く
な
っ
て
か

ら
で
は
治
療
が
困
難
に
な
り
、
自
分
自
身

ら
で
は
治
療
が
困
難
に
な
り
、
自
分
自
身

が
病
気
に
長
年
悩
ま
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー

が
病
気
に
長
年
悩
ま
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
、
血
糖
値
が
高
い
こ
と
が
健
診
で

　

以
前
、
血
糖
値
が
高
い
こ
と
が
健
診
で

分
か
り
、
早
期
治
療
を
し
た
こ
と
で
合
併

分
か
り
、
早
期
治
療
を
し
た
こ
と
で
合
併

症
を
起
こ
さ
ず
今
も
元
気
に
通
院
さ
れ
て

症
を
起
こ
さ
ず
今
も
元
気
に
通
院
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。
受
診
前
に
目

い
る
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。
受
診
前
に
目

が
か
す
む
自
覚
症
状
も
あ
っ
た
そ
う
な
の

が
か
す
む
自
覚
症
状
も
あ
っ
た
そ
う
な
の

特
定
健
診
は
国
が
受
診
を

特
定
健
診
は
国
が
受
診
を

義
務
化
し
た
も
の
で
す

義
務
化
し
た
も
の
で
す

悪
化
し
て
か
ら
で
は

悪
化
し
て
か
ら
で
は

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も

で
、
本
人
に
も
危
機
感
が
あ
っ
た
の
で

で
、
本
人
に
も
危
機
感
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
も
し
、「
こ
れ
く
ら
い
大
丈
夫

し
ょ
う
。
も
し
、「
こ
れ
く
ら
い
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
放
置
し
て
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
放
置
し
て
い

た
ら
、
最
悪
糖
尿
病
と
そ
の
合
併
症
に
よ

た
ら
、
最
悪
糖
尿
病
と
そ
の
合
併
症
に
よ

る
失
明
の
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、
早
期

る
失
明
の
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、
早
期

に
発
見
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

に
発
見
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

　

大
隅
半
島
は
糖
尿
病
の
方
が
多
い
と
感

　

大
隅
半
島
は
糖
尿
病
の
方
が
多
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が

じ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
病
状
が
進

な
く
て
も
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
病
状
が
進

行
す
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
神
経

行
す
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
神
経

や
目
や
腎
臓
な
ど
に
様
々
な
障
害
を
起
こ

や
目
や
腎
臓
な
ど
に
様
々
な
障
害
を
起
こ

す
３
大
合
併
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま

す
３
大
合
併
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま

い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る

ん
が
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る

み
の
啓
蒙
活
動
な
ど
を
進
め
、
健
診
受
診

み
の
啓
蒙
活
動
な
ど
を
進
め
、
健
診
受
診

と
病
気
の
早
期
発
見
の
重
要
性
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　以前務めていた会社を辞めて起業したこともあり、
なかなかこういった健診を受ける機会もなかったの
ですが、昨年の夏に近隣で実施されたこともあり、
初めて特定健診を受けました。健診は密を避けてス
ムーズに受診できましたし、何より健診後のアフター
フォローの大切さを知り、保健師の方と減量目標も
立てました。食生活の見直しを図り、好きな白米を
減らし、野菜中心の生活を
心掛けたところ、半年で３
kgの減量に成功。時折あっ
た頭痛もなくなり、体の調
子もいいので、これからも
この状況を維持できるよう
頑張りたいです。

　健診では待ち時間もなくスムーズに受診できる環境
を整えました。コロナ対策も行っています。

　健診を受けている人と受けていない人との直近の生活習慣病医療費を比べたところ、本
市では健診を受けている人が医療費を６分の１に抑えられているという結果が出ています。
また、症状が見えていないだけで少しずつ重症化が進み、70歳以降に急激に医療費が増加
するというケースもあります。医療費がそ
れほどかからない若いうちから健診を毎年
受診して、生活習慣を改善しながら健康増
進を図ることが大事です。

特定健診の受診者は未受診者に比べて医療費が６分の１

▲海道町にお住まいの

山
やました

下 久
ひさ と

人 さん

▶ 令和３年度の生活習慣病等に関する１人当たり
の医療費

▲集団健診の様子 ▲消毒などコロナ対策も万全

出典：国保データベースシステム（KDBシステム）
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Interview

健診後、食生活を変えて３kgの減量成功
健診は予約制だから
受付から終了まで40分

実施日 会場 予約期間 予約先

７/７（木）・８（金）

串良平和アリーナ

６/６（月）～６/17（金）
鹿児島厚生連病院 

健康管理センター

 （☎ 099-230-0305）

７/９（土）・10（日） ６/７（火）～６/17（金）

７/11（月）～ 13（水） ６/８（水）～６/17（金）

７/28（木）・29（金）
市保健相談センター

６/７（火）～６/17（金） 日本健康倶楽部

 （☎ 099-273-5591）７/30（土）・31（日） ６/８（水）～６/17（金）

８/７（日）・８（月） 輝北コミュニティセンター ６/20（月）～７/１（金）
鹿児島厚生連病院 

健康管理センター

 （☎ 099-230-0305）

８/９（火） 高尾校区公民館 ６/21（火）～７/１（金）

８/10（水） 市成校区公民館 ６/21（火）～７/１（金）

鹿屋市 鹿児島県 全国

健診受診者 2,261 円 3,004 円 1,726 円

健診未受診者 13,553 円 14,616 円 13,994 円

予約を入れましょう。
都合の良い会場や病院を選べます。01
健診を受けましょう。
集団健診は40分ほどで終わります。病院
健診では都合の良い日時で受診できます。

02

結果を確認しましょう。
必ず結果を確認し、必要に応じて病院を
受診しましょう。

03

健康診査・がん検診を予約して受診しましょう!!

　希望する受診日と受付時間を選んで対応する予約先に電話等で予約してください。なお、事前の予約がないと受
診できませんのでお気を付けください。※電話予約受付は平日の9:00-15:00
●受付時間　①7:00　② 7:30　③ 8:00　④ 8:30　⑤ 9:00　⑥ 9:30　⑦ 10:00　⑧ 10:30　
●定員　各時間／15人
●実施する健（検）診　健康診査、肺がん、胃がん、大腸がん、腹部超音波、前立腺がん、骨粗しょう症

健健

のの見見

▶医療法人青仁会
　池田病院

池
いけだ

田 大
だいすけ

輔 院長
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　鹿屋市の抱える課題に対して、 その解決策を全国の中高生の視点で提案し

てもらう政策アイデアコンテストで、 今年で９回目となります。

　市の現状を知り、 深掘りし、 チームでまとめ上げる経験を通して、 生徒の

地方創生への参加を促すと共に、 市のファンづくりにもつなげています。

A
c
h
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v
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In
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rv
ie

w

参加者の反応は？

T
h

e
m

e

今年度の開催やテーマは？

？？

？？
◎今年度のテーマ

① 地元に帰りたくなる ‼ 地元じゃなくても住みたくなる !! まちづくり

② 新名物でイメージアップ！鹿屋市の尖ったお土産を創りだせ！

◎エントリー （受付期間）

６月１日 ㊌～７月 31日 ㊐

　今回の詳細内容や過去の取り

組み状況は、 市ホームページで

ご覧いただけます。

　その他の取り組みはかのや

100 チャレ公式 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook で

も紹介しています。

▲市ホームページ ▲Facebook

▲本郷学園と串良商業高校が提案
し、完成した「鹿屋市戦争遺跡」
VRの一部（米戦艦への特攻シーン）

　本郷学園 （平成 31 年度最優秀賞 ・ 東京都） は、 他地域と差別化を図るた

めには、 鹿屋市独自の生きた学びを提供するコンテンツとして平和教育が重

要であると分析し、 ＶＲによる特別攻撃の再現を提案しました。 鮮明な映像

を用いて、 来訪者が実際の突撃シーンに入り込む仮想の体験をしてもらうこ

とで、 戦争の歴史を風化させないことにもつながると訴えました。

　令和２年度に串良商業高校からも同様の提案がなされ、 令和４年３月、 市

内に残る戦争遺跡の当時を体感できるＶＲが完成しました。

　中学３年生の時にかのや 100 チャレ

に参加したことで、 生涯をかけて研究

したいテーマ 「地域づくり」 と出会い、

地域づくりについて考え、 議論し情報

を共有する時間が好きでたまらなくなりました。 参加し

てよかったことは、 これほどのめり込めるテーマを見つ

けられたことです。 今後、 100 チャレの経験は自分の

武器になると思います。

法政大学　齋
さいとう

藤 貴
たかひろ

宏 さん

　100 チャレは机上の空論を立てる

「地方創生ごっこ」 ではありません。

その政策は効果的なのか、 どうしたら

実現できるのかなど、 多面的に自分

たちのアイデアを捉え直す必要があります。 この過程

は 100 チャレだからこそ経験できたことです。100 チャ

レで培った課題解決力は大学での探究にも大いに役

立っています。

東京大学　西
にしやま

山 知
と も き

樹 さん

鹿屋市の課題に鹿屋市の課題に
全国の中高生が本気で向き合う全国の中高生が本気で向き合う

鹿屋市が抱える課題は甘くない！
超難関へのチャレンジャーを募集

実現した提案「鹿屋市戦争遺跡」ＶＲ（仮想現実）実現した提案「鹿屋市戦争遺跡」ＶＲ（仮想現実）

かのや100チャレとは？かのや100チャレとは？

●試験日　　大卒程度　7 月 10 日　㊐
　　　　　　　職務経験者　書類選考

●試験会場 （大卒程度）　　

鹿屋看護専門学校又は東京会場 （全国町村会館）

※ 第２次試験は個別面接、第３次試験はプレゼンテーション面接
を実施します。（試験日程等の詳細は合格者に別途通知）
※短大・高卒程度及び障害者手帳等を有する人を対象とした職員
採用試験については、今後お知らせする予定です。

●第１次試験申込期限　　６月 13 日 ㊊

職種
（採用予定人数）

受験資格（それぞれの要件を満たす人）

一般事務
（４人程度）

○ 平成５年４月２日～平成13年４月１日に生ま

れた人

〇 次の専門職は令和５年3月末までに資格取

得又は修了見込みの人

※保健師＝保健師資格（見込み）を有する人

※農業技師＝農業の専門課程修了又は見込み

※畜産技師＝畜産の専門課程修了又は見込み

※土木技師＝土木の専門課程修了又は見込み

※建築技師＝建築の専門課程修了又は見込み

保健師（若干名）

農業技師（若干名）

畜産技師（若干名）

土木技師（若干名）

建築技師（若干名）

◎大卒程度

職種
（採用予定人数）

受験資格（それぞれの要件を満たす人）

一般事務
（４人程度）

○ 昭和58年４月２日～平成５年４月１日に生ま

れた人

○職務経験を５年以上有する人

保健師

（若干名）

○昭和58年４月２日以降に生まれた人

○保健師資格を有する人

○保健師としての職務経験を５年以上有する人

農業技師

（若干名）

○昭和58年４月２日以降に生まれた人

○農業の専門課程を修了した人

○農業に関する職務経験を５年以上有する人

畜産技師

（若干名）

○昭和58年４月２日以降に生まれた人

○畜産の専門課程を修了した人

○畜産に関する職務経験を５年以上有する人

土木技師

（若干名）

○昭和58年４月２日以降に生まれた人

○一級土木施工管理技士資格を有する人

○職務経験有り（職務経験年数不問）

建築技師

（若干名）

○昭和58年４月２日以降に生まれた人

○一級又は二級建築士資格を有する人

○職務経験有り（職務経験年数不問）

◎職務経験者

　市では、 令和４年度職員採用試験を次のとおり実施します。　市では、 令和４年度職員採用試験を次のとおり実施します。 市ホームページで詳細を市ホームページで詳細を確認のうえ、 申込書を市総務課へ提出、確認のうえ、 申込書を市総務課へ提出、

郵送するか又はホームページから申し込んでください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
郵送するか又はホームページから申し込んでください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問問市総務課　 ☎ 0994-31-1127市総務課　 ☎ 0994-31-1127

▲▲

市ホームページ市ホームページ

令和４年度令和４年度鹿屋市職員募集鹿屋市職員募集

※職務経験は行政経験又は民間企業等での経験
※ 複数の職務経験がある人は、６か月以上継続して就業した期間
を通算

東京会場でも
受験できます

と
も
に
、

と
も
に
、

つ
く
ろ
う
。

つ
く
ろ
う
。

問問市ふるさと PR 課　 ☎ 0994-31-1121市ふるさと PR 課　 ☎ 0994-31-1121
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申請・募集 お知らせ 講座 催し物

※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。 ※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

「令和４年度慰霊巡拝」の参加者

戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、孫、甥
おい

、姪
めい

を
対象とした慰霊巡拝
●場所・実施時期・申込期限

● 申込　申込期限までに市福祉政策課又は各総合支所
に来所 ※現地の治安状況等により変更になる場合有り

問市福祉政策課　☎0994-31-1113

「第86回父親バレーボール
大会」の参加チーム

バレーボール（９人制）で仲間づくりと健康づくり
●日時　６月28日（火）～ 30日（木）18:30 ～ 22:00
●場所　串良平和アリーナ ●参加料　１チーム3,500 円
●対象チーム
　 市内の同じ小学校区内に居住するメンバーで編成さ
れ、選手及び監督が 35歳以上の既婚男性のチーム
※編成が困難な場合、中学校区でも可
● 申込　６月 17日（金）までに申込書に参加料を添え
て各小学校区のスポーツ推進委員又は市民スポーツ
課に提出
※申込書 •スポーツ推進委員名簿は市ホームページに有り

問市民スポーツ課　☎0994-31-1174

６月 イベント情報イベント情報

道路維持作業員
（会計年度任用職員）

問市道路建設課　☎0994-31-1128
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町20-1

除草伐採等の道路維持管理やダンプトラックの運転を
行う作業員
●雇用期間　７月１日（金）～令和５年３月31日（金）
●勤務地　西原土木車庫（西原３丁目）及び市内全域
●勤務日・勤務時間　月20日程度　8:30 ～ 17:00
●賃金　日額7,700 円　●採用予定人数　１人
●対象者 中型自動車免許（８ｔ限定免許可）を有する人
※ 刈払機安全衛生教育、チェーンソー作業特別教育を
受講した土木作業経験者が望ましい
●選考　６月23日（木）に市道路建設課で面接
●応募 ６月17日（金）までに履歴書を提出又は郵送（必着）

参議院議員通常選挙の
期日前投票事務等従事者

７月執行予定の参議院議員通常選挙における期日前投
票事務等従事者（短期雇用の会計年度任用職員）
●雇用期間　６月20日（月）～７月 13日（水）
※選挙日程によって変更となる可能性有り
●募集人数　20人程度
●主な仕事　事前準備、投票事務、集計作業　など
●賃金　時給900円（社会保険 •雇用保険なし）
●選考方法 面接
※面接日時及び選考結果は個別に通知
● 応募　ハローワークかのやで紹介状を受領し、履歴
書と併せて提出

問市選挙管理委員会事務局　☎0994-31-1142

場所 実施時期 申込期限
トラック諸島    10/21（金）～ 26（水）   6/  7（火）
ミャンマー    11/10（木）～18（金）   6/  8（水）

硫黄島    11/  8（火）・     9（水）
R5. 2/28（火）・  3/1（水）

  7/  1（金）
10/11（火）

フィリピン R5. 2/16（木）～ 23（木）   8/31（水） 

令和４年度から児童手当の
制度が一部改正されます

児童手当の受給においては、毎年６月に「現況届」
を提出をする必要がありましたが、令和４年度から児
童の養育状況に変更がなければ、提出は原則不要です。
ただし、児童と別居している人など提出が必要な場合
には現況届を送付します。
※ 現況届＝６月１日時点の受給者の所得、年金種別又は
養育状況等の届
● 支給対象児童　中学卒業までの児童（15歳到達後、
最初の３月31日までの間にある児童）
● 提出方法　６月上旬に送付する「令和４年度児童手
当現況届のお知らせ」を確認したうえで、必要書類
を提出（郵送可）
※公務員は勤務先からお知らせ
●提出先　市子育て支援課、各総合支所住民サービス課
●提出期間　６月１日（水）～30日（木）
●所得が基準額以上の人は特例給付が受けられなくなります
令和 4年 10 月支給分（６～９月分）から、児童を

養育している人の所得が所得上限限度額以上の場合、児
童手当・特例給付が支給されません。所得の基準額に
ついては、市ホームページ等でご確認ください。

問市子育て支援課　☎0994-31-1134
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町20-1

「令和５年二
は た ち

十歳のつどい」
（旧成人式）実行委員

●実行委員の対象者
○ 平成 14年４月２日から平成 16年４月１日までに生
まれた人（令和４年度に満19・20歳を迎える人）
○ ８～ 12月に月１回程度夜間に行われる会議に参加で
きる人
●定員　15人程度　※先着順
● 応募　６月 30日（木）までに申込書を市生涯学習課
に提出又は専用フォームから申し込み
※申込書は市ホームページに掲載

＜二十歳のつどい＞
　令和４年４月１日から成年年齢が 20歳から 18歳に
引き下げられたことで、令和５年より「鹿屋市成人式」
の名称が「二十歳のつどい」に変わります。本市では
令和５年以降も20歳を対象として式典を開催します。
●日時　令和５年１月４日（水）14:30 ～ 15:30　※予定
●会場　串良平和アリーナ
● 対象者　平成 14年４月２日から平成 15年４月１日
までに生まれた人
※事前申込制（順次ホームページ等でお知らせ）

問市生涯学習課　〒893-8501 鹿屋市共栄町20-1
　☎ 0994-31-1138　℻  0994-41-2935　
　syougaku@city.kanoya.lg.jp

６月15日（水）11時～
Ｊアラート試験放送

市では、重大な緊急情報を市民に即時に伝えるため、
Ｊアラート（全国瞬時警報システム）を整備しています。
システムが正常に作動するかを確認するため、次の内
容で試験放送を行う予定です。試験放送の際は、戸別
受信機などの電源を切っていても自動的に作動し、最
大音量で放送されます。
●日時 ６月15日（水）　11:00 頃
● 内容 「（チャイム）これは、Ｊアラートのテストです。
これは、Ｊアラートのテストです。これは、Ｊアラー
トのテストです。（チャイム）」

問市安全安心課　☎0994-31-1124

ハンセン病を正しく
理解しましょう

　６月 19日（日）～ 25日（土）は「ハンセン病問題
を正しく理解する週間」です。
　偏見や差別に苦しい思いをされた方々が、平穏に安
心して生活できる地域づくりのために、また二度とこ
のような悲しい歴史を繰り返さないために、私たち一
人ひとりが、ハンセン病問題について正しく理解しま
しょう。
●ハンセン病問題に関するパネル展を実施します
○期間＝６月20日（月）～ 24日（金）
○場所＝市役所１階総合案内前

問市保健相談センター　☎0994-41-2110

６月   ５日（日）
　志布志ぽっぽマルシェ
　（JR志布志駅　多目的広場）

大隅大隅のイベントのイベント

▲志布志ぽっぽマルシェ

～6月   4 日（土）
ひらぼうほたるの里ほたる祭り（平房活性化センター）

～6月   5 日（日）
　かのやばら祭り2022春（かのやばら園）

６月   4 日（土）
　鹿屋市合同企業説明会（かのやグランドホテル２階）

６月   ５日（日）
　姶良川クリーン作戦（古市橋付近）

６月 11日（土）
　異文化交流カフェ「L

リリーズ

ily's C
カ フ ェ

afé」
（C

チ ャ イ ナ

HINA O
ワ ン

NE 鹿屋）

６月 25日（土）～７月 10日（日）
　鹿屋100号絵画展（リナシティかのや）
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※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

女性応援セミナー
「私らしく生きる！」

●日時 ７月２日（土）、９日（土）13:30 ～ 16:30
●場所 リナシティかのや２階情報研修室
●対象者 市内在住・在勤・在学の女性
● 内容 ○７月２日＝吉

よしどめ
留 文

ふみ か
佳 氏（里山のようちえん

にじいろタペストリー代表）、日
ひ の
野 尚

なお こ
子 氏（リトル

オレンジズ代表）によるトーク、参加者同士の交流
○ ７月９日＝中

なかむら
村 公

こう こ
子 氏（コミュニケーション •ワー

クス代表）によるセミナー
●定員 各回20人　※先着順　●受講料　無料
● 応募 ６月 28日（火）までに申込書を提出又は専用
フォームから申し込み ※申込書は市ホームページに掲載

問市男女共同参画推進室　danjyo@city.kanoya.lg.jp
☎ 0994-31-1114　℻  0994-31-1170

高校卒業予定者の求人受付が
始まります

　ハローワークかのやでは、令和５年３月の高校卒業
予定者を対象とした求人の受付を６月から開始します。
提出時期の遅れは、県外就職など人材流出の要因にな
りますので、事業所の皆さんは早期の求人提出をお願
いします。
●求人受付開始日 ６月１日（水）
● 対象事業所 鹿屋市、垂水市、東串良町、肝付町、錦
江町、南大隅町の事業所
●高校への求人提出開始日 ７月１日（金）
●高校生の選考開始日 ９月16日（金）

問ハローワークかのや　☎0994-42-4135

初心者でもわかりやすい！
高齢者スマホ教室

高齢者を対象にしたスマートフォン教室
●対象者　講座参加時に65歳以上の人
●受講料　無料
●日時 •場所 • 定員 • 電話
○午前の部（10:00 ～ 12:00）

○午後の部（14:00 ～ 16:00）

● 応募　６月17日（金）までの平日９:00～ 17:00 に、
受講を希望する場所へ連絡又は来館
※応募者多数の場合は抽選後、結果を郵便はがきで通知

問市中央公民館　☎0994-44-0321

期日 場所 定員 電話
7/  7（木） 大姶良地区学習センター

20人

48-3150
7/21（木） 西原地区学習センター 43-7003
8/  4（木） 東地区学習センター 31-1190
8/18（木） 花岡地区公民館 31-8001

9/  1（木）
串良公民館

10人
63-5030

細山田分館 62-2958
上小原分館 63-1041

「移動式赤ちゃんの駅」の
無料貸出を行っています

　市では、乳幼児を連れた家族連れが安心して屋外イ
ベントに参加できるように、イベント主催団体へ簡易
テント一式・授乳用いす・おむつ交換台がセットになっ
た「移動式赤ちゃんの駅」の貸出を行っています。
●貸出期間　原則として最長７日間　●貸出料　無料
●貸出条件　市内で開催されるイベント
※その他条件有り
● 応募　貸出希望日の６か月前から
７日前の間に市子育て支援課へ申
請書を提出
※申請書は市ホームページに掲載

問市子育て支援課　☎0994-31-1134

期日 場所 定員 電話
7/  7（木） 中央公民館

20人

44-0321
7/21（木） 田崎地区学習センター 41-5066

8/  4（木） コミュニティセンター
吾平振興会館 58-6036

8/18（木） 高須地区学習センター 47-3152

9/  1（木）
輝北コミュニティセンター

10人
099-486-
0505

高隈地区交流促進センター 45-2510

一定規模以上の開発を行う際は
事前に市と協議をお願いします

　宅地等の開発を行うことは、隣接地をは
じめ道路・排水路等の公共施設や市民生活
全体への影響が想定されます。地域全体の
住み良さや自然環境との調和などを考え、
事前に市と協議をお願いします。
●市と協議し、令和３年度に完成した開発

問市都市政策課　☎0994-31-1130

公益通報窓口を設置しています

　市の業務等に関して法令違反などを知り得た場合の
通報窓口として「公益通報窓口」を設置しています。
　秘密は守られますので安心して通報してください。
●通報することができる人
○市の業務等に関連する事業所に従事している人
○市職員又は過去に市職員であった人
※会計年度任用職員等含む
●対象となる違反行為（苦情や要望等は対象外）
　収賄、横領、背任、職権濫用、公文書偽造　など
●公益通報窓口
市総務課、おおすみ法律事務所（☎0994-40-7125）

問市総務課　☎0994-31-1127

「医療的ケア児登録フォーム」
に登録しませんか

医療的ケアが必要な子どもとその家族の現況を把握
することで、必要とする支援等の検討や支援情報の提
供に活用します。
●対象者
　 市内在住で、日常的にたんの吸引や経管栄養などの
医療的ケアを必要とする、18歳未満の子どもとその
保護者
※  18 歳以上でも特別支援学校などに在籍する子どもと
その保護者は対象

●登録方法　専用フォームで登録又は申込用紙を提出
※申込用紙は市福祉政策課に有り

問市福祉政策課　☎0994-45-4726

事業者 所在地 目的
トミイチ九州㈱ 吾平町上名

事業所中外電工㈱ 旭原町
㈱宇都電設 白崎町
山佐木材㈱ 串良町下小原 木材置場整備

▲市ホーム
　ページ

労働保険年度更新の手続きを
行ってください

６月１日（水）～７月 11日（月）は労働保険の年度
更新の申告及び保険料納付の期間です。
　鹿児島労働局から送付される申告書及び納付書で期
間内に申告・納付を行ってください。
※ 電子政府の総合窓口（e

イー

-G
ガ ブ

ov）から電子申請による
手続きも可能です。

● 申告・納付方法　金融機関、所轄都道府県労働局又
は労働基準監督署で手続き
※ 申告書の種類によっては申告・納付場所が制限され
る場合有り

問鹿児島労働局労働保険徴収室　☎099-223-8276

総合支所でも証明書等手数料の
キャッシュレス決済ができます

　５月２日から、各総合支所の住民サービス課窓口で
も、手数料の支払いにキャッシュレス決済が利用でき
るようになりました。
●利用できる窓口
○本庁の市民課・税務課窓口
○総合支所の住民サービス課窓口
●利用できる手数料
　戸籍・印鑑・住民票の写し、
　税証明などの手数料
●利用できるキャッシュレス決済
P
ペ イ ペ イ

ayPay

問市デジタル推進課　☎0994-31-1135

くるりんバス　小・中・高校生限定
フリーパス「M

マ モ

AMO」を販売します
　小・中・高校生を対象として、７月１日（金）～ 8
月 31日（水）の期間中くるりんバス全路線が乗り放題
となるフリーパス「MAMO」を販売します。お得なパ
スを使って、くるりんバスでお出掛けしませんか。
●販売期間　６月18日（土）～７月 31日（日）
●価格　500円　※購入者に特典有り
●販売数　100枚　※先着順
● 販売場所　鹿児島交通株式会社大手町
営業所（リナシティかのやバス待合所内）
※営業時間は９:00～ 17:00

問市地域活力推進課　☎0994-31-1147

ジュニア陸上

鹿屋体育大学の教員や陸上競技部員などから学ぶ陸上
競技教室
● 期間　７月９日（土）～ 12月 24日（土）の指定さ
れた水 •土曜日（月５回程度）
●場所　鹿屋体育大学陸上競技場
●対象者　小学生 ●定員 70人　※先着順
●参加料
○入会金＝2,300 円　※保険料含む
○月謝＝1,800 円
●応募　参加料を添えて来所
※平日９:00～ 17:00 まで受付

問NPO法人かのや健康・スポーツクラブ（市武道館内）
　☎0994-41-9903

※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。
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誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別
ス

３話

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

【右】修行時代、スイスのレストランにてキュイジニエ（料理人）たちと

【左】共に働くスタッフは全員女性で現在25人。経験豊富なスタッフが多い

吉
よ し く に

國 奈
な お み

緒美

菓子工房ボンヴィヴォン
オーナーシェフ

さ
ん

小
さ
い
頃
か
ら
お
菓
子
作
り
が
大
好

き
で
、「
お
い
し
い
ね
」
と
周
り
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
私
の
原
点

で
す
。
そ
の
頃
か
ら
漠
然
と
将
来
は
お

菓
子
屋
さ
ん
を
開
き
た
い
と
い
う
夢
が

あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
転
機
は
短
大

の
バ
ザ
ー
で
チ
ー
フ
を
し
た
こ
と
。
ほ

う
れ
ん
草
と
に
ん
じ
ん
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
を
開
発
し
、
学
生
た
ち
を
ま
と

め
る
と
い
う
経
験
は
、
お
店
を
経
営
す

る
に
当
た
っ
て
の
礎
に
な
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
し
て
い
た
約
30
年
前
は
、

女
性
が
お
菓
子
作
り
で
働
け
る
環
境
が

鹿
児
島
に
は
な
く
、
上
京
し
て
老
舗
の

フ
ラ
ン
ス
菓
子
店
に
就
職
。
そ
の
後
、

本
場
の
お
菓
子
を
学
ぶ
た
め
、
ス
イ
ス

と
フ
ラ
ン
ス
で
３
年
間
修
行
し
、
こ
の

ま
ま
海
外
で
暮
ら
し
た
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
故
郷
で
お
店
を
開
き

た
い
!!
」
と
い
う
強
い
想
い
が
あ
っ
た

の
で
、
帰
国
し
両
親
の
協
力
を
得
て
平

成
８
年
に
西
原
で「
ボ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ォ
ン
」

を
開
業
し
ま
し
た
。

　

会
社
で
は
交
代
で
ヴ
ァ
カ
ン
ス
(
休

暇
)
を
と
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
以

前
は
毎
年
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
の
雰
囲

気
は
鹿
屋
の
街
に
と
て
も
良
く
似
て
い

ま
す
。
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、
そ
の
土

地
が
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
空
気
感

や
自
分
た
ち
が
扱
う
素
材
へ
の
誇
り
。

海
外
へ
行
く
度
に
、
鹿
屋
か
ら
で
も
十

分
に
魅
力
を
発
信
で
き
る
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

お
菓
子
の
魅
力
は
、
食
べ
た
瞬
間
に

人
を
笑
顔
に
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
開
業
し
て
26
年
に
な
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
昔
子
ど
も
だ
っ
た

お
客
さ
ま
が
大
き
く
な
り
、
自
分
の
親

や
子
ど
も
に
お
菓
子
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
と
い
う
よ
う
な「
３
世
代
の
方
々
」

か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な
の
は

続
け
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
作
り
手
の

顔
が
見
え
る
地
域
の
お
菓
子
屋
を
目
指

し
、
お
菓
子
を
通
し
て
鹿
屋
に
し
か
な

い
も
の
・
旬
な
も
の
を
大
好
き
な
ス

タ
ッ
フ
た
ち
と
共
に
作
り
、
お
菓
子
の

魅
力
を
こ
の
鹿
屋
か
ら
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

i n fo rmat ionin fo rmat ion

鹿屋市出身。鹿児島純心女

子短期大学で食物栄養士の

資格を取得し、お菓子の道

を志す。プライベートで

は、夫と小学生の息子・

娘、愛犬で日常を楽しめ

るよう「暮らしを整えるこ

と」に夢中。今年の目標は

全国のお菓子の素材の生産

者の方々と再会すること。

保
育
園
の
と
き
、
プ
ー
ル
を
体
験

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
５
歳

か
ら
始
め
た
水
泳
。
現
在
で
は
優
し
い

仲
間
や
頼
り
に
な
る
先
輩
た
ち
と
一
緒

に
週
に
６
回
、
１
日
１
時
間
半
か
ら
２

時
間
の
練
習
に
加
え
、
週
に
２
回
の
陸

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
を
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
い
と

感
じ
た
の
は
、
大
会
で
自
己
ベ
ス
ト
タ

イ
ム
を
更
新
し
た
時
で
す
。
得
意
種
目

の
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
は
、
県
大
会
の

成
績
が
認
め
ら
れ
、
３
月
の
九
州
大
会

に
も
出
場
。
33
秒
77
の
結
果
を
残
す
こ

寿北小学校

宮
みやした

下 七
な な み

海 さん （６年生）

クラスでは整美委員会に所属。 好

きな戦国武将は島
し ま づ

津義
よ し ひ ろ

弘で、 歴史

の授業が始まるのを心待ちにしてい

る。 休み時間は友達と話すことが多

く、 優しい性格で人望も厚い。

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
キ
ッ

ク
力
の
強
化
と
肩
を
テ
ン
ポ
よ
く
回
す

こ
と
を
意
識
し
て
、
目
標
で
あ
る
30
秒

台
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
距
離
を
伸
ば
し
て
、
１
０
０

ｍ
の
バ
タ
フ
ラ
イ
に
も
挑
戦
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
水
泳
教
室
の
先
輩

た
ち
を
目
標
に
し
な
が
ら
、
コ
ー
チ
へ

の
感
謝
の
心
を
大
切
に
し
つ
つ
、
練
習

を
が
ん
ば
り
ま
す
。

育
園

生）

所属。 好

で、 歴史

にしてい

ことが多

い。

school
↑

↑

失われた小
こあざ

字

　

住
所
に
お
け
る
「鹿
屋
市
○
○
」
の

○
○
に
あ
た
る
部
分
は
、
大お

お
あ
ざ字

と
呼

ば
れ
、
近
世
の
藩
政
時
代
の
村
、
も

し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
き

た
地
域
共
同
体
の
名
称
が
起
源
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
字
は
現
代
に
生
き
る
我
々
に
も

な
じ
み
深
い
地
名
で
す
が
、
小
字
と

は
、
大
字
か
ら
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ

た
地
名
で
、
田
畑
や
山
林
な
ど
の
地

形
的
な
特
徴
を
捉
え
た
も
の
や
、
薩

摩
藩
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
「
門か

ど
わ
り割

制

度
」
（
数
戸
を
門
と
い
う
単
位
に
編
成

し
、
耕
地
を
割
り
当
て
る
制
度
）
の

門
の
名
称
で
あ
る
門か

ど

な名
を
起
源
と
す

る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

小
字
の
使
用
は
明
治
22
年
の
市
制

及
び
町
村
制
の
施
行
の
年
に
整
理
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
が
、
大
正
２

年
の
郡
自
治
制
廃
止
、
昭
和
16
年
の

市
制
施
行
と
周
辺
の
町
村
合
併
に
伴

い
小
字
の
表
記
の
廃
止
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
で
は
忘
れ
去
ら
れ
、

残
っ
て
い
な
い
地
名
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

小
字
は
当
時
の
地
理
的
状
況
と

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
推
測
す
る
貴

重
な
歴
史
的
資
料
に
も
な
る
ほ
か
、

明
治
時
代
に
な
っ
て
「戸
籍
法
」
が
制

定
さ
れ
る
と
、
小
字
や
門
名
を
そ
の

ま
ま
名
字
と
す
る
場
合
が
あ
り
、
現

在
の
我
々
の
名
字
の
起
源
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
小
字
は
瀬
戸
町
（
本
町
）、

や
石

い
し
ぼ
と
け佛

（
田
崎
町
）、
谷
田
（
下
高
隈

町
）
と
い
っ
た
交
差
点
や
バ
ス
停
の
名

称
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
名
に
想
い

を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲昭和24年頃の瀬戸町周辺の様子

▲現在の瀬戸町交差点

こあざ

after

A bridge of dreamA bridge of dream

かけ橋のかけ橋のののの
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皆さんからの

お便りを募集

　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

Mai l

読
者
の
ひ
ろ
ば

Vol.39４

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

クイズの答え

広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

　市総合アプリ「かの

や ラ イ フ」 や 市 公 式

Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥでは、 お住まい

の地区のごみ収集日

や、 ごみの分別が簡

単に分かります。

　ぜひご活用ください。

V o i c e

鹿屋市の指定ごみ袋は、
なぜ高いの？

ごみの分別方法

▲「かのやライフ」のごみ

　 分別辞典

年間の指定ごみ袋

負担額：４，７００円

年間のごみ処理費用

約40,000円

例：１世帯（４人家族）の

 　年間のごみ処理費用

家庭 市

ごみの減量やリサイクルに取り組み、

ごみ処理費用の軽減に努めましょう！

収集車 焼却施設

〒 893-8501

  鹿屋市共栄町 20-1

　政策推進課

「読者のひろば」 係

  ☎ 0994-31-1123

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※ 掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

高
隈
山
の
豊
か
な
自
然
が
好
き
で
、

よ
く
登
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は
丁

度
、
山
開
き
の
日
だ
っ
た
よ
う
で
、
皆
さ

ん
楽
し
く
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
（小
雨

天
気
で
、
初
め
て
だ
っ
た
方
は
大
変
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。）
登
山
口
に
簡
易
ト
イ
レ

が
あ
る
の
で
、
と
て
も
有
難
く
思
い
ま
し

た
。
下
山
後
は
、
「ど
っ
さ
い
市
場
」
で
買

物
す
る
の
が
恒
例
で
す
。
ば
ら
祭
り
も
始

ま
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
（
そ
ら
さ

ん
・
女
性
）

　

３
月
19
日
、
御
岳
に
お
い
て「
第
10
回

高
隈
登
山
山
開
き
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加

者
、
ス
タ
ッ
フ
合
計
54
人
が
山
の
無
事
故

と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

高
隈
山
系
は
、
世
界
で
も
ま
れ
な
照
葉

樹
の
原
生
林
で
あ
り
、
登
山
道
は
い
ろ
い

ろ
な
花
や
高
山
植
物
が
見
ら
れ
る
人
気
の

登
山
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
是
非
多
く
の
方
に

風
景
や
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
そ

ら
さ
ん
同
様
、
帰
り
は「
ど
っ
菜
市
場
」
で

新
鮮
な
地
元
の
野
菜
や
果
物
、
お
肉
等
を

お
買
い
求
め
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
近
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
毎
月

通
る
道
に
、
色
と
り
ど
り
の
綺
麗

な
花
壇
が
あ
り
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や

リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー
な
ど
、
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
、
黄
色
、
赤
色
の
お
花
を
見

て
、
と
て
も
心
が
元
気
に
な
り
ま
す
。
今

は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
小
さ
な
幸

せ
を
分
け
て
く
だ
さ
る
、
家
主
さ
ん
に
感

謝
で
す
！
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

伝
え
た
い
で
す
。
（
Ｃ
・
Ｓ
さ
ん
・
女
性
）

　

き
れ
い
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
さ
れ
た
お
宅

を
見
る
と
、
心
が
癒
さ
れ
体
も
弾
む
よ
う

な
気
分
に
な
り
ま
す
よ
ね
。「
花
は
心
の

栄
養
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
花
の
視
覚
的

刺
激
や
香
り
は
生
理
的
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

を
も
た
ら
す
そ
う
で
す
。
ま
た
、
植
物
と

触
れ
合
う
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
も
ス
ト
レ
ス

解
消
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、素
敵
な
花
壇
を
見
た
Ｃ
・

Ｓ
さ
ん
も
、
そ
れ
を
手
入
れ
し
て
い
る
家

主
さ
ん
も
、
心
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
広
報
を
手
に
取
り
、
何
か
違

う
！
手
触
り
、
彩
り
、
表
記
、
そ

し
て
鹿
屋
市
の
予
算
を
10
万
分
の
１
に
し

て
家
計
簿
で
例
え
る
…
思
わ
ず
隅
か
ら
隅

ま
で
目
を
通
し
て
し
ま
っ
た
。
よ
り
見
や

す
く
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
。
後

か
ら
表
紙
の
小
文
字
に
「リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

を
見
つ
け
、
「な
っ
て
る
、
な
っ
て
る
」
と
共

感
。
編
集
者
の
方
々
の
ご
苦
心
を
感
じ
、

感
謝
で
す
。
毎
月
待
っ
て
ま
す
。
（
Ｔ
・
Ｎ

さ
ん
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
か
の
や

は
４
月
号（
３
９
０
号
）
か
ら
、
皆
様
に

さ
ら
に
寄
り
添
っ
た
広
報
誌
と
す
る
た
め

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
の
連
動
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛

り
込
ん
だ
り
、
文
字
に
よ
り
見
や
す
く
読

み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ

ン
ト
を
採
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
使
い
や

す
さ
を
考
慮
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
部

残
し
つ
つ
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

本
市
企
業
を
紹
介
す
る「
ま
ち
の
お
し
ご

と
」や
、
鹿
屋
の「
な
ぜ
？
」に
答
え
る「
カ

ノ
ヤ
ノ
ト
リ
セ
ツ
」
な
ど
も
開
始
し
、
今

後
も
さ
ら
に
身
近
な
、
も
っ
と
楽
し
い
広

報
誌
と
な
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
読
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鹿
屋
に
は
た
く
さ
ん
の
、
大
小
の
公

園
が
あ
り
、
家
の
近
く
か
ら
、
も

し
か
し
た
ら
穴
場
と
思
え
る
公
園
ま
で
、

あ
っ
ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、
妻
と
お
弁
当
を

食
べ
た
り
、
散
歩
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
て
い
ま
す
。
管
理
も
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
出
か
け
る
所
と
言
え

ば
、
外
で
気
持
ち
が
良
い
公
園
が
最
高
で

す
。
雨
が
多
く
な
る
季
節
で
す
が
、
公
園

管
理
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
つ

か
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
男
性
）

　

鹿
屋
市
内
に
は
大
小
様
々
な
公
園
が

１
１
９
か
所
あ
り
ま
す
。
市
を
は
じ
め
町

内
会
、民
間
企
業
な
ど
の
指
定
管
理
者
が
、

利
用
者
の
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の「
遊
び
場
」
と
し
て
、

公
園
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
つ
か

ち
ゃ
ん
さ
ん
の
よ
う
に
市
内
の
公
園
巡
り

に
よ
る
、
新
た
な
発
見
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

たばこの花

フォトネタ !フォトネタ !

源
」と
な
る
も
の
を
増
や
す
〞

　
〝
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
す
〞

こ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
指
定
ご

み
袋
の
使
用
枚
数
も
減
り
、
そ
の
分
皆
さ

ん
の
費
用
負
担
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
て
、
ご

み
の
減
量
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

鹿
屋
市
の
指
定
ご
み
袋
に
は
、「
燃
や
せ

る
ご
み
」
と「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」の
２
種
類

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ご
み
袋
の
価
格
は
、
袋

の
作
製
費
の
ほ
か
、
収
集
運
搬
等
に
係
る
ご

み
処
理
費
用
の
一
部
を
手
数
料
と
し
て
上
乗

せ
し
設
定
し
て
い
ま
す
。「
高
い
」
と
感
じ
る

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
の
量
に
応
じ
て
、
ご
み
処
理
費

用
の
公
平
な
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
当
た
り
の
家
庭
ご
み
排
出
量

は
年
間
で
約
２
２
０
㎏
（
ご
み
袋
約
44
枚

分
）で
、
こ
の
ご
み
処
理
費
用
に
約
１
万
円

の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
44
枚
分
の
ご
み
袋
代
と
し
て

約
１
，
２
０
０
円
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
出
さ
れ
る
ご
み

の
量
が
減
れ
ば
減
る
ほ
ど
、
ご
み
袋
代
の

負
担
も
減
り
、
収
集
運
搬
や
焼
却
施
設
等

の
処
理
費
用
・
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用

の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〝
紙
類
や
金
属
類
な
ど「
分
け
れ
ば
資

▲ごみの分別が不十分で、 ごみがあふれている様子

ののの花の花
たばこの心止め作業の様子。葉に栄養
を集めるため、花はすぐに摘まれます。
たばこ農家は大隅にわずか７軒で、１
月に作付、７月に収穫作業に入ります。
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鹿屋産小豆生産プロジェクトがスタート
説明会あり（６月末予定）、小豆栽培が初めてでも安心♪

鹿屋小豆をぜひ一緒に盛り上げてください

種→支給します
機械→あります

　（脱穀・乾燥・選別）
収穫→全量買取します

小豆生産者さん募集

株式会社 かごしまんま
鹿屋市串良町上小原 2600-2
　  info@kagoshimamma.com
0994-63-0555または 090-8299-8472
お気軽にメールまたはお電話ください
（水・土日除く9：00 ～17：00）
担当 山下

印刷注文が始めての方でも安心 !!
豊富な実績と経験で
お客様をサポート

マスク各種
取扱っております。

参加賞・賞品・記念品　etc

例えば、大会冊子＋横断幕＋ポスターorチラシ
＋参加賞各種賞品のセットでご注文の場合

☎
セルフカフェ併設で
待ち時間も快適

ふとんは干すから洗うへ

空き状況や運転終了通知など
がくるスマートランドリー
アプリ対応！

ふとんを洗濯してみませんか？
桜観光そよ風内に敷布団まで洗える
コインランドリーが OPEN！

※ウレタン・羊毛100％
は洗えません

衣類 毛布 こたつ カーテン 羽毛

カーペット スニーカー 撥水

布団

TEL. 0994-42-3536

電話 0994-31-8444

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP ：hanaokasousai.com

葬儀
プランから

（例：22万円プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

儀
ラン

家族葬は花岡家族葬は花岡
◆遠方でのお葬儀を
　お考えの方

葬儀
プラ◆遠方でのお葬儀を

◆故人が過ごした故郷
　から送り出したい方

鹿屋市古里町533（花岡学園前）HP：hanaoka

2万

ラン

ご相談・
お問い合わせ

（例：22

プラ◆遠方 お葬儀
お考えの方
◆故人が過ごした故郷
から送り出したい方

まずはお声をおかけください。

たびだち会（お特な会員）
入会 5,000円

５万円引き
 －事前相談お越しください－

編 集 後 記

ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

✂キリトリ線

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱綜合印刷
☎ 0994-43-2093

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや

　これから本格的な夏に向けて気温が上昇していく

中、 熱中症患者の増加が予想されます。 一方で、

新型コロナウイルス感染者の発生状況は未だ高い

水準で推移しています。 熱中症対策とコロナ対策

を両立させた行動が重要です。

●暑さを避けましょう
○日傘や帽子を着用し涼しい服装を心掛ける

○少しでも体調が優れない場合は涼しい場所へ

○屋外では十分な距離を確保してマスクを外す

ロナ禍における熱中症対策 問市保健相談センター　☎0994-41-2110コ

防人歌（さきもりうた）には家族

と離れて任に向かう男の悲哀

に満ちた歌がありますが、寂しがり

の私は極力家族とは離れたくない

と感じ入るところです。（堂込）

災害も珍しくなくなった昨今。

激甚化・頻発化などの言葉

もよく耳にするようになりました。

コロナも含め以前のような平穏な

日々が送れることを祈るばかりで

す。（久冨木）

訓言として心に響いた「食が生

まれるストーリーを感じて」と

いう言葉。地元でもこんなに新進

気鋭な方が多くいらっしゃる「かの

や」の可能性は無限大！（櫛間）

練習していても、いざ災害が

襲ってくるとパニックになっ

て 適 切 な 行 動 が で き る か ど う

か…。防災では物品だけではなく、

心の備えも必要です。（下曽山）

●こまめな水分補給をしましょう
○のどが渇いていなくても水分補給

○大量に汗をかいたら塩分補給

●エアコン使用中も換気しましょう
○こまめに窓やドアを２か所以上開放

○換気扇や扇風機との併用

●暑さに備えた体づくり
○無理のない適度な運動

○定期的な検温と健康チェック

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
５月29日 岩重医院 東串良町川東 63-8514
６月  5日 入佐内科 吾平町麓 58-7006

12日 高山胃腸科 •外科 肝付町前田 65-7171
19日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
26日 内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

7月  3日 春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170

大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後 5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

　 あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医

鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

5月 29日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 小林クリニック 上谷町 41-0700

6月  5日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
えとう小児科 札元２丁目 40-3700
はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

12日
 中塩医院 西原１丁目 43-2489
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

19日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

26日
 こだま共立クリニック 寿５丁目 43-2510
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

7月  3日
 前田内科 本町 42-2175
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

６

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
5月 29日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
6月  5日 ひらおか歯科 新川町 41-3060
12日 ひらたデンタルクリニック 札元１丁目 45-4929
19日 水口歯科医院 寿２丁目 43-4635
26日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708

7月  3日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688
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　元気な時は健診を面倒に感じてしま
いがち。しかし、病気になると「早く
受けていれば…」と後悔することにな
りかねません。健診には病気の早期発
見にとどまらず、どのようなメリット
があるのか、健診の必要性についてお
答えします。

Present
This Month's Gift

ドラえもんのび太の宇
リトルスターウォーズ

宙小戦争2021

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

ドラえもんのび太
の宇宙小戦争2021

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～

※18歳未満の方は、終映が19
時を過ぎる上映回には必ず保護
者同伴のうえ、ご入場ください。

©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2021

～

プレゼント

   応募期限
6/2727㊊

クイズ

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

特別割引券

◀MOVIE
　でかのや
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【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズの答
えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募者の中から抽せんでペア 2組にプレゼントしま
す。なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（５月号の答え：情報）

「さんふらわあ招待券」（ペア２組）

　３年ぶりとなる「2022さんふらわあ夏休みファミ
リークルーズ」が７月30日（土）に開催されます。当日
にフェリーさんふらわあで志布志湾を２時間周遊しな
がら、 ゆったりとしたひと時を過ごせる「さんふらわ
あ招待券」をペア2組にプレゼントします！

Ｑ.今回で９回目を数える「かのや１００チャレ」。中高生に

　提案してもらうアイデアコンテストの名前の由来は？

　「鹿屋市が抱える100の○○ 」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかに

　　　あります。

４月29日から始まった「かのやばら祭り2022春」は、
６月5日（日）まで開催中。今回はベストシーズンを迎
えたかのやばら園を紹介します。園内を彩る約1,500
品種のバラの華やかさやボリューム感を動画で楽しん
でいただいた後は、ぜひ園にも遊びにお越しください。

上映中 ～ 6/23㊍上映中 ～ 6/23㊍

　新しい脚本、現在の技術を
駆使した3DCGで描かれる宇
宙船、アニメーションを超え
る演出など、様々な面で進化
を遂げています！仲間がいれ
ば、強くなれる。小さな友だ
ちと、大きな宇宙を守るため
ドラえもんたちの新たな大冒
険が始まります。

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

60歳以上／1,200円

　   上映時間（108分）
　 ①10時～　 ②13時～

 ③16時～　 ④19時～

　   

　   

▲さんふらわあ
　ホームページ


